
異動のパターンについて

本庁と出先機関の勤務を繰り返すような異動にな
るパターンが多いです。

〈異動例〉
○総合土木職（Ⅰ種採用、35歳、主査）
宮古土木センター ３年間
砂防災害課 ３年間
大船渡土木センター ３年間
道路環境課 ３年間
県土整備企画室 １年間

○農学職（Ⅰ種採用、43歳、主査）
二戸農業改良普及センター ４年間
奥州農業改良普及センター ４年間
農業振興課 ３年間
団体指導課 ３年間
農林水産省派遣 ２年間
農林水産企画室 ４年間

赤字：本庁
青字：出先機関
緑字：その他

一度出先機関での勤務を経験した後は、本庁内で
勤務する異動のパターンが多いです。

〈異動例〉
○一般行政職（Ⅰ種採用、37歳、主査）
税務課 ２年間
二戸保健福祉環境センター ４年間
都市計画課 ４年間
子ども子育て支援室 ３年間
総務室 ２年間

一般行政職 技術系職種 ※例にない職種も同様の傾向です。
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